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研究成果の概要（和文）：本研究はわが国の地域高齢者 1095 人を対象とし、Bioelectrical 

impedance analysis (BIA 法)による四肢筋肉量を身長で補正した補正四肢筋肉量が男性≦7.0

（kg/㎡）、女性≦5.8（kg/㎡）がサルコペニアのカットオフ値となることを報告した。また、

サルコペニアと生活機能とが関連することも明らかにした。本研究は高齢者の介護予防に向け

た健康づくりを支援するために、わが国の地域高齢者を対象とし、サルコペニアと生活機能と

の関連について明らかにすることを目的とした。大都市近郊に在住する 65歳以上の高齢者 1095

人を対象に、Bioelectrical impedance analysis (BIA法)による四肢筋肉量の測定と、老研式

活動能力指標を用いた生活機能についての調査を行った。四肢筋肉量（kg）とし、それを身長
2（㎡）で除した値を補正四肢筋肉量（kg/㎡）とし、その値が若年成人における平均値から 2

標準偏差以上低い場合をサルコペニア群、2 標準偏差未満で 1 標準偏差以上低い場合をサルコ

ペニア予備群、それより多い場合を正常群とした。本研究におけるサルコペニアの有症率は男

性 28.0％、女性 28.8％であった。サルコペニアと生活機能との関連については、ロジスティッ

ク回帰分析より、男性ではサルコペニア群は生活機能（ｐ＜0.001）とその下位尺度である手段

的自立（ｐ＜0.001）、知的能動性（ｐ＜0.01）、社会的役割（ｐ＜0.001）に関連した。また、

サルコペニア予備群では生活機能（ｐ＜0.01）と手段的自立（ｐ＜0.01）に関連した。一方、

女性ではサルコペニア群は社会的役割（ｐ＜0.01）に、サルコペニア予備群は手段的自立（ｐ

＜0.001）と社会的役割（ｐ＜0.05）に関連した。以上より高齢期の健康づくりにおいてサルコ

ペニアを早期より予防することの重要性が示唆された。 
 

研究成果の概要（英文）： This study aimed to investigate the association between 

sarcopenia and disability in community-dwelling elderly subjects in Japan from the 

study of 1095 community-dwelling Japanese elderly. Sarcopenia was defined by 

appendicular muscle mass index (weight (kg)/height (m2), measured by bioelectrical 

impedance analysis), men≦7.0（kg/㎡）, women≦5.8（kg/㎡）. This study suggests too 

that sarcopenia is associated with disability in the elderly.  
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１．研究開始当初の背景 

 1997 年に高齢期における筋肉量の減少

は身体的脆弱を引き起こす病態としてサル

コペニアと名付けられて以来、諸外国におい

てはサルコペニアと生活機能や身体活動と

の関連についての報告が多数なされている。

わが国においても公衆衛生学、老年医学、整

形外科学など様々な分野においてサルコペ

ニアは近年取り組むべき課題として重要視

されており、現に介護予防事業などでも市町

村において筋肉量減少を防止するための事

業が展開されている。 

申請者はこれまでにわが国の地域高齢者を

対象とし、筋肉量と生活機能との関連につい

て報告した。 しかし未だわが国ではどの程

度の筋肉量の減少が生活機能の低下に結び

つくかというカットオフ値についての報告

はない。国外の研究では ADL および IADL と

いった生活機能の低下に対するサルコペニ

アのカットオフ値について “成人の筋肉量

の平均値から 2SD減少した値”とする報告が

あるものの定義付けはされていないのが現

状である。 

 

２．研究の目的 

 申請者はわが国の高齢者を対象として筋

肉量を測定し、申請者が報告した 18 歳から

39 歳の日本成人 1719 人を対象とした筋肉量

の基準値と比較検討して、要介護移行のリス

クである生活機能の低下と関連する筋肉量

のカットオフ値を求めることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 大都市近郊に在住する 65歳以上の地域高

齢者のうち、研究の同意を得て調査に参加し

た 1121人を対象とした。そのうち認知症 18

人、疾患による制限のために質問紙調査の項

目を行えない者 8名を除いた 1095人(男性

314人，女性 781人)を分析対象者とし、

Bioelectrical impedance analysis (BIA法)

を用いたマルチ周波数体組成計 MC-190（タニ

タ社）による筋肉量の測定と自記式質問紙調

査を用いた生活機能についての質問を行っ

た。 

 四肢筋肉量（kg）を身長 2（㎡）で除し

た値を補正四肢筋肉量（kg/㎡）とし、その

値が若年成人における平均値から 2標準偏差

以上低い場合をサルコペニア群、2 標準偏差

未満で 1標準偏差以上低い場合をサルコペニ

ア予備群、それより多い場合を正常群とした。

若年者の基準値は申請者がすでに報告した

18 歳以上の日本成人 4003 人を対象とした筋

肉量の値を用い、サルコペニア群の補正筋肉

量は男性≦7.0（kg/㎡）、女性≦5.8（kg/㎡）、

サルコペニア予備群では男性≦7.9（kg/㎡）、



女性≦6.3（kg/㎡）となった。 

生活機能の評価は東京都老人総合研究所が

開発した 13項目からなる老研式活動能力指

標を用いた。本指標は手段的自立（5項目）

と知的能動性（4項目）、社会的役割（4項目）

の 3水準から構成されており、各質問が 1/0

で回答され、13項目の合計点が 0～13点で表

示される。得点が高いほど生活機能は高いと

評価する。老研式活動能力指標の合計点が 11

点以上は「生活機能自立」、10点以下は「生

活機能障害有り」と分類した 21)。各水準に

ついても同様に手段的自立の点数が 5点満点

/4点以下は「手段的自立/障害有り」、知的能

動性の点数が 4点満点/3点以下は「知的能動

性自立/障害有り」社会的役割の点数が 4点

満点/3点以下は「社会的役割自立/障害有り」

とした。 

 解析は男女別に行った。サルコペニア分類

による年齢差には一元配置分散分析を、老研

式活動能力指標の質問項目との関係にはχ²

検定を用いて比較した。次に、目的変数を生

活機能項目、説明変数をサルコペニア分類、

年齢を共変量としたロジスティック回帰分

析を行いサルコペニアと生活機能との関連

を観察した。統計処理には統計解析パッケー

ジ SPSS16.0 for windows を用いた。 

  

４．研究成果 

本研究におけるサルコペニアの分布の割

合は男性ではサルコペニア予備群が 44.9％、

サルコペニア群が 28.0％、女性ではサルコペ

ニア予備群が 32.0％、サルコペニア群が

28.8％であった。また、男女共に正常群から

サルコペニア予備群、サルコペニア群になる

につれて年齢が有意に高くなることを示し

た（ｐ＜0.001）。サルコペニア分類と生活

機能に関する質問項目との関係は男女とも

に生活機能およびその下位尺度である手段

的自立、知的能動性、社会的役割において、

障害有りの割合が正常群からサルコペニア

予備群、サルコペニア群の順に多くなること

を認め、女性の知的能動性以外はすべて有意

性を示した。サルコペニアと生活機能との関

連では男性のサルコペニア群は、生活機能と

（オッズ比 3.99：ｐ＜0.001）その下位尺度

である手段的自立（オッズ比 4.64：ｐ＜

0.001）、知的能動性（オッズ比 2.08：ｐ＜

0.01）、社会的役割（オッズ比 4.56：ｐ＜

0.001）とに有意に関連することを認めた。

サルコペニア予備群においても生活機能（オ

ッズ比 2.19：ｐ＜0.01）や手段的自立（オッ

ズ比 2.53：ｐ＜0.01）と有意に関連すること

を示した。また、女性のサルコペニア群では

社会的役割（オッズ比 1.46：ｐ＜0.01）と有

意な関連を示し、生活機能とはその傾向を認

めた。さらに女性のサルコペニア予備群は手

段的自立（オッズ比 1.14：ｐ＜0.001）と社

会的役割（オッズ比 1.42：ｐ＜0.05）とに有

意な関連を示した。 

 これらの結果から高齢者において補正筋

肉量が男性≦7.0（kg/㎡）、女性≦5.8（kg/

㎡）は男女ともに生活機能の障害と関連する

ことが明らかとなり、カットオフ値としての

有用性を示した。 
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